ハンドマイク演説例（２０２１年７月１６日）
日本共産党鳥取県西部地区委員会

　ご近所のみなさん。こんにちは、日本共産党です。この場をお借りして政策の訴えをさせていただきます。ご協力をよろしくお願いいたします。
　先の東京都議選で、日本共産党は１９議席を獲得し、３回連続の前進をかちとることができました。みなさんのご支援に心から感謝を申し上げます。日本共産党と立憲民主党は、お互いの支援を強めるなかで、候補者の調整をはかった１４選挙区のうち１２選挙区で、自民党に打ち勝つことができました。喜びをもってご報告したいと思います。

　さてみなさん。全国でもこの鳥取でも、コロナの感染拡大が止まりません。４回目の緊急事態宣言が発令されましたが、もはや第５波がやってきたといえるのではないでしょうか。これは、菅政権のコロナ対策が、大失敗だったことを証明するものです。
　しかも、休業要請に応じない飲食店について、お酒の販売業者に取引の停止を求めたり、金融機関から休業を働きかけさせたりという強権的なやり方に、きびしい批判が集まりました。すぐに撤回しましたが、政府の失敗を棚に上げて、休業要請に従わない飲食店だけを悪者にすることは許されません。

　みなさん。持続化給付金などの支援は１回限り、休業協力金も少なすぎて、休業要請に応じたくても応じられない状況ではないでしょうか。日本共産党は、コロナで営業が苦しくなった業者や、生活が苦しくなった人たちへの十分な支援の実現へ、引き続き全力でとりくみます。
　また、コロナワクチンの安定供給と正確な情報の公開に、政府は責任を果たすべきです。そして、ワクチンが効果をあらわすには、まだまだ時間がかかることをふまえて、大規模なＰＣＲ検査でコロナを抑え込むことを、日本共産党は訴えたいと思います。
　みなさん。菅政権は、コロナ感染が急拡大するなか、オリンピックは強行する姿勢です。関係者のワクチンは間に合うのか、そもそもフェアなオリンピックになるのか、医療機関にこれ以上の負担をかけるのか、何一つまともに検討していません。日本共産党は、国民の命をギャンブルに賭けるような、五輪強行にはきっぱり反対します。仮に始まってしまったとしても、引き返す決断が必要ではないでしょうか。
　「政治とカネ」の問題もひどいことが相次いでいます。広島の河井案里氏と克行元法務大臣、菅原一秀前経済産業大臣と、自民党国会議員が辞職に追い込まれましたが、自民党も菅首相も一言も国民に語らないという無責任な態度です。この決着は、来るべき総選挙でつけるほかありません。
　間近に迫った総選挙にむけ、日本共産党の志位委員長と立憲民主党の枝野代表が党首会談をおこない、野党共闘をすすめるレールを敷くことができました。菅政権に代わる、新しい野党連合政権のイメージを、しっかり打ち出せるようにしたいと思います。
　この西部地域でも、危険な島根原発を動かしていいのか、安保法制＝戦争法で強化される美保基地をどうするのか、コロナ禍のもとでの公的病院の統廃合は許さない、農業や水産業の振興をどうはかるのかなどの問題が山積みです。これらの解決の一番の近道は、政権をとることです。日本共産党は総選挙を、政権交代、野党連合政権の実現をめざす、歴史的選挙とするために、全力でがんばりぬきます。
　みなさん。野党共闘に真剣にとりくんでいる日本共産党を、ぜひ強く大きくしてください。日本共産党のしんぶん「赤旗」を広げてください。さらなるご支援・ご協力をお願いいたしまして、この場での政策宣伝を終わらせていただきます。ご清聴・ご協力ありがとうございました。

